
 大型車のホイール・ボルト折損等による車輪脱落事故が増加しており、とくに冬期（１０月～２月）に

多く発生しております。

 車輪の脱落は、路上故障や他の交通の妨げとなるばかりでなく、歩行者や他の車両の乗員の命に

係わるなど、場合によっては重大事故を引き起し、社会的信頼を損なうことにもなりません。

 ポンントは、車輪脱着作業後１ヶ月以内に多く発生し、車輪脱落箇所は左後輪に集中しているところ

ですので、改めてタイヤ交換時は十分注意願います。

・確実な締付け           ➝ 規定トルクで確実な締め付け(下記）

・増し締めの実施         ➝ 50～100㎞走行後に確実な増し付け

・日常の点検               ➝ 一日一回の日常点検

・ホイールの履き替え  ➝ ホイールに適合したボルト、ナット

ホイールやホイールボルト、ナットの著しい錆によると思われる

車輪脱落が発生しています。著しい錆のあるホイールやホイー

ルボルト、ナットは交換してください。

<小平産業製トレーラのホイールナット締め付けトルク数値一覧>

安全確保のために日常から、正しい点検・整備の実施をお願いいたします。

タイヤ交換時の注意（車輪脱落事故対策について）

2022年10月11日

小平産業株式会社

車輪脱落を防ぐ、4つののポイント！

ホイールやホイールボルト・ナットの錆に注意！



※締め付け方式『ドライ方式』の場合は、潤滑剤を塗布せず締め付けをする方式ですので油分は厳禁です。

 日常点検の負担軽減としてナットの緩みが目視でわかるインジケータのご案内をさせて頂きます。

➝ ナットの締付け力が大幅に低下するとナットが回転し始めインジケータが変形

しますので目視で確認できます。

➝ 点検ハンマーによる打音点検と同等に緩みを検出可能

➝ インジケータの正しい使用方法は、下記弊社の部品販売・修理担当まで問い合わせ下さい。

※インジケータは弊社部品課より購入可能ですので下記へ問い合わせください。

小平産業株式会社 部品販売・修理 TEL 0285-23-6297

この点検用具（インジケータ）はあくまで補助用具です。

機能を過信せず日常点検・整備の実施をお願いします。

インジケータ 左右のホイール・ナットが緩んだ状態緩み無しの状態


